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法
政
史
学

第
一
二
号

近

世

日

本

植

物

学

史

研

究

、． 

第
一
章

め

は

じ

日
本
に
お
い
て
植
物
学
が
学
問
と
し
て
の
成
り
立
ち
を
見
る
に
至
る
の
は

明
治
時
代
に
な

っ
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。
本
論
で
は
そ
の
植
物
学
の
成
立
過

程
を
近
世
を
中
心
に
し
て
述
べ
て
見
た
が
、
こ
こ
で
は
序
説
と
し
て
、
枚
数

の
関
係
か
ら
、
第
二
章
で
江
戸
時
代
の
本
草
学
、
第
三
章
で
西
洋
植
物
学
の

接
受
、
第
四
章
で
宇
田
川
格
巷
の
「
菩
多
尼
詞
経
」
「
植
学
啓
原
」
と
そ
の

概
要
に
し
か
ふ
れ
ら
れ
な
か

っ
た
。

あ
え
て
植
物
学
に
関
す
る
も
の
を
選
ん
だ
の
は
、
日
本
の
自
然
諸
科
学
の

発
達
を
広
義
に
考
え
て
、
植
物
の
研
究
を
含
み
、
又
そ
れ
を
主
体
に
し
た
本

草
学
に
端
を
な
し
て
い
る
事
、
さ
ら
に
本
草
学
が
日
本
に
お
い
て
近
代
科
学

の
成
立
の
上
に
密
接
な
し
か
も
連
続
的
な
関
連
を
も

っ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
発
達
の
過
程
が
、
科
学
と
し
て
の
実
際
的
な
実
験
、
観
察
の
学
問

的
方
法
と
そ
の
近
代
化
、
西
洋
の
自
然
科
学
の
受
入
れ
並
び
に
成
立
を
知
る

上
に
重
要
な
意
義
の
あ
る
事
、
と
り
わ
け
そ
の
具
体
的
な
端
を
な
し
た
の
が

こ
の
植
物
学
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
一
六

序

説

古

陽

司

山

本
草
と
は
「
薬
の
本
と
な
る
草
」
と
い
う
意
味
で
、
多
く
の
薬
に
な
る
物

の
中
で
草
類
が
最
も
多
い
の
で
本
草
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
本
草
と
い
っ
て
も
動
物
、
植
物
、
鉱
物
等
す
ぺ
て
薬
と
し

て
用
い
る
事
の
出
来
る
広
範
囲
な
物
を
指
し
て
お

っ
た
の
で
あ
る
。
植
物
学

と
し
て
研
究
す
る
に
は
、
ま
ず
本
草
学
そ
の
も
の
の
時
代
、
本
草
学
の
応
用

の
時
代
、
次
い
で
広
範
囲
で
未
分
化
な
も
の
か
ら
、
各
分
野
に
分
化
し
発
達

を
と
げ
、
純
正
科
学
と
し
て
発
展
す
る
中
の
植
物
学
を
見
る
の
が
便
利
で
あ

る
。
江
戸
時
代
に
は
、
そ
の
範
囲
も
広
ま
り
部
分
的
に
独
立
し
た
著
作
も
見

ら
れ
る
が
、
従
来
医
術
の
一
部
と
し
て
の
本
草
学
に
動
植
物
の
形
状
、
効

用
、
来
歴
、
産
地
等
を
見
る
物
産
学
的
な
も
の
、
詩
書
、
文
学
書
、
歴
史
書

に
あ
る
品
物
の
名
称
、
形
状
、
異
名
、
方
言
等
を
見
る
名
物
学
的
な
も
の
な

ど
、
研
究
範
囲
が
広
く
な
る
と
と
も
に
特
色
を
も
っ
に
至
り
、
西
洋
の
植
物

学
受
け
入
れ
の
上
に
、
そ
の
温
床
と
な
っ
た
。
次
の
時
代
に
、
純
正
な
植
物

学
は
、
西
洋
自
然
科
学
を
著
し
く
接
受
し
、
博
物
学
的
に
独
立
し
て
、
さ
ら

に
動
物
学
、
地
学
等
と
共
に
三
科
に
分
化
し
、
又
、
お
の
お
の
が
分
科
を
生

じ
、
専
門
的
な
応
用
の
面
と
学
理
の
面
と
二
つ
は
わ
か
れ
研
究
が
進
め
ら
れ
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る
に
至
る
。

日
本
の
植
物
学
並
ぴ
に
他
の
自
然
科
学
の
近
代
化
は
西
洋
自
然
科
学
の
輸

入
に
よ
る
飛
躍
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
受
入
の
態
度
を

見
て
も
、
日
本
の
本
草
学
の
発
達
、
と
り
わ
け
江
戸
時
代
の
本
草
学
の
発
達

か
ら
、
そ
の
自
主
的
な
態
度
を
充
分
認
め
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の

点
詳
し
く
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
事
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
特
に
植
物
学
に
お

い
て
は
、
宇
田
川
格
者
の
「
菩
多
尼
詞
経
」
「
植
学
啓
原
」
等
に
見
る
リ
ン

ネ
の
植
物
学
の
紹
介
に
よ
り
始
ま
る
の
で
あ
る
。
実
に
こ
れ
ら
の
著
作
が
、

従
来
の
広
範
囲
な
本
草
学
か
ら
植
物
学
を
独
立
さ
せ
る
直
接
の
端
を
な
し
、

こ
の
事
ば
か
り
で
な
く
他
の
学
問
に
対
し
て
も
近
代
的
学
問
の
成
立
の
上
に

大
き
な
貢
献
を
な
し
た
の
で
あ
る

Q

第
二
章

江
戸
時
代
の
本
草
学

江
戸
時
代
に
は
家
康
が
学
術
の
奨
励
を
行
い
、
学
士
を
貴
重
に
あ
つ
か
っ

た
事
か
ら
、
列
藩
に
お
い
て
も
こ
れ
に
な
ら
っ
た
例
を
い
く
つ
か
見
る
事
が

出
来
る
が
、
本
格
的
な
発
達
を
示
す
の
は
八
代
海
軍
吉
宗
の
頃
か
ら
で
あ

る
。
封
建
制
度
の
動
揺
か
ら
、
幕
府
は
財
政
の
た
て
な
お
し
に
懸
命
な
努
力

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
各
方
面
の
改
革
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の

中
の
一
つ
の
応
急
策
と
し
て
、
生
産
増
強
の
方
面
か
ら
積
極
的
に
、
新
し
い

物
産
の
開
発
や
産
業
上
の
必
要
な
も
の
の
、
実
質
的
な
学
問
が
一
増
奨
励
さ

れ
る
よ

5
に
な
り
、
江
戸
時
代
本
草
学
の
発
達
を
促
し
、
自
然
そ
の
研
究
目

的
、
態
度
は
、
お
の
ず
と
実
用
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。

こ
の
時
代
の
本
草
学
の
主
な
傾
向
と
し
て
、
産
業
の
立
場
か
ら
、
農
業
、

園
芸
に
関
す
る
有
用
植
物
、
動
物
の
栽
培
と
飼
育
等
の
方
法
を
研
究
す
る
物

産
学
的
な
も
の
、
又
従
来
私
ら
の
本
草
学
で
薬
物
の
範
囲
を
広
く
さ
ら
に
実

近
世
田
本
植
物
学
史
研
究
序
説
（
古
山
）

用
的
な
研
究
を
す
る
薬
物
学
的
な
も
の
、
詩
経
及
び
文
芸
作
品
、
歴
史
書
に

現
れ
て
く
あ
動
物
、
植
物
を
研
究
す
る
考
証
学
的
或
は
名
物
学
的
な
も
の
、

さ
ら
に
重
要
な
西
洋
の
自
然
科
学
の
研
究
が
あ
る
。
本
草
の
研
究
家
も
、
本

草
学
が
そ
の
範
囲
を
広
め
た
事
に
よ
っ
て
、
専
門
的
な
学
問
を
行
う
よ
う
に

な
η

て
来
た
が
、
白
井
光
太
郎
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
本
草
家
の
中
に
は
、

本
草
家
、
博
物
家
、
物
産
家
、
西
洋
本
草
家
、
植
物
家
、
植
物
奇
品
家
、
菌

軍
家
、
鳥
類
家
、
魚
類
家
、
昆
虫
家
、
玩
介
家
、
弄
石
家
、
考
古
家
）
地
理

家
の
十
四
部
類
に
わ
け
て
見
て
い
る
。
無
論
こ
れ
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

体
系
づ
け
ら
れ
た
挙
問
の
研
究
家
で
な
か
っ
た
事
は
云
う
ま
で
も
な
い
事
で

あ
っ
て
、
専
門
的
な
仕
事
と
し
て
認
め
る
事
は
出
来
な
い
。
多
く
は
医
者
、

儒
者
、
武
士
或
は
有
力
な
町
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
各
本
業
の
余
暇
を
利
用

し
て
、
研
究
に
従
事
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
本
草
学
は
従
来
中
国
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
書
籍
の
多
く
、

又
研
究
の
方
法
も
中
国
の
影
響
を
受
け
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

L
た
が
っ
て

江
戸
時
代
の
本
格
的
な
本
草
の
研
究
も
、
中
国
本
草
書
の
輸
入
及
び
複
刻
研

究
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
「
本
草
網
目
」
「
救
荒
本
草
」
「
救
荒
野
譜
」

「
神
農
本
草
経
」
「
本
草
原
始
」
「
食
物
本
草
」
農
業
主
日
と
し
て
は
「
天
工

関
物
」
「
斉
民
要
術
」
「
農
業
蚕
書
」
「
菊
譜
」
等
の
書
籍
が
複
刻
刊
行
さ

れ
、
研
究
者
の
手
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
ー
そ
の
中
で
も
一
五
九
O
年
に
中
国

に
お
い
て
明
の
李
時
珍
が
三
十
年
を
費
や
し
て
著
述
し
た
「
本
草
綱
目
」

が
、
わ
ず
か
十
七
年
後
の
慶
長
十
二
年
ご
六
。
七
）
に
日
本
に
伝
わ
り
、
林

羅
山
の
手
を
通
じ
、
家
康
の
手
に
入
っ
て
い
る

0

1

従
来
の
分
類
法
は
使
用
上

の
分
類
を
主
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
本
草
網
目
」
は
、
植
物
、

動
物
、
鉱
物
の
自
然
的
分
類
法
を
用
い
、
一
大
進
歩
の
跡
を
認
め
ち
れ
る
め

で
あ

M
W
こ
の
「
本
草
網
目
」
が
日
本
で
改
刻
さ
れ
た
主
な
も
の
を
あ
げ
る

一
一
七
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第
一
一
一
号

と
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
そ
の
ま
ま
の
複
一
切
寛
文
十
二
年
（
一

六
七
二
）
に
「
校
正
本
草
網
目
」
三
十
九
巻
の
務
、
延
宝
八
年
二
六
八

oγ
に
貝
原
益
軒
に
よ
る
「
本
草
網
目
和
名
目
録
」
正
措
年
こ
七
一

四
）
に
至
っ
て
稲
生
若
水
に
よ
る
「
新
校
正
本
草
網
目
」
五
十
三
巻
、
弘

化
元
年
（
一
八
四
四
）
に
は
小
野
蘭
山
の
本
草
学
の
講
義
を
そ
の
子
職
考
に

よ
っ
て
筆
記
し
た
「
本
草
網
目
啓
蒙
」
四
十
八
巻
を
増
補
重
刻
し
た
「
重
修

本
草
網
目
啓
蒙
は
）
二
十
七
巻
が
あ
る
。
こ
の
他
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の

「
本
草
網
目
」
が
本
草
唯
一
の
書
と
し
て
貴
重
さ
れ
て
ぷ
ひ
た
の
で
あ
っ
て

更
に
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
「
本
草
網
目
啓
蒙
図
譜
」
も
出
刻
さ
れ
、

以
然
と
し
て
貴
重
さ
れ
ま
す
ま
す
完
成
さ
れ
て
行
つ
た
の
で
ふ
均
一

宝
永
六
年
（
一
七

O
九
）
貝
原
益
軒
の
著
述
な
る
「
大
和
本
草
」
が
あ
る

が
、
品
種
千
三
百
六
十
二
種
の
記
載
が
あ
り
、
三
百
五
十
八
種
の
和
名
植
物

と
と
も
に
二
十
九
種
の
西
洋
名
の
植
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
大
和

本
草
」
は
「
本
草
網
目
」
に
あ
る
よ
う
な
分
類
法
に
よ
ら
ず
、
全
く
独
自
の
分

類
法
を
作
り
出
し
て
い
る
事
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
れ
は
学
問
に

対
す
る
自
主
的
な
態
度
に
大
き
な
発
展
を
見
る
事
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

本
草
学
の
－
部
類
に
関
す
る
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
来
て
い
（
%
下
、
そ
の

主
な
る
著
作
に
は
元
鵡
七
年
（
一
六
九
四
）
控
室
軒
の
「
花
譜
」
五
巻
、

宝
暦
二
年
三
七
五
三
小
野
蘭
仰
の
「
竹
譜
」
一
巻
、
文
政
十
一
年
（
一

八
二
八
）
岩
崎
常
正
の
「
点
強
阻
朝
、
」
九
十
六
巻
、
天
保
三
年
（
一
八
三

二
）
に
飯
沼
慾
斎
の
「
草
木
邸
前
」
三
巻
も
あ
る
。
彼
は
西
洋
の
植
物
学
を

学
ん
で
お
り
、
リ
ン
ネ
の
分
類
法
を
参
芳
に
か
い
た
も
の
で
あ
る
。
物
産
に

関
す
る
も
の
で
は
、
農
業
書
が
多
い
が
、
元
誠
九
年
二
六
九
六
）
宮
崎
安

法
政
史
学

一
一
八

「
n
d
J

貞
に
よ
る
「
農
来
封
書
」
十
巻
が
あ
る
。
こ
れ
は
各
種
農
産
物
の
種
芸
の
方

法
を
詳
述
し
た
も
の
で
、
重
宝
な
も
の
と
し
て
五
回
の
重
版
を
行
っ
て
い

る
o

こ
の
他
経
済
的
な
特
用
作
物
で
あ
る
人
参
、
出
藷
等
の
書
も
見
ら
れ
、

享
保
－
九
年
（
一
七
三
四
）
青
木
文
蔵
の
「
甘
藷
向
い
元
文
二
年
（
一
七
三

（日）

七
）
田
村
元
雄
の
「
人
参
譜
」
等
は
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
こ
の

時
代
の
本
草
学
を
知
る
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、
植
物
の
採
集
、
当
時
採
薬

と
呼
ば
れ
て
お
っ
た
が
、
こ
れ
が
盛
ん
で
採
薬
記
も
の
こ
さ
れ
て
い
る
事
、

又
物
産
会
（
薬
品
会
、
産
物
会
と
も
称
し
た
）
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
事
、
公
的
な
薬
園
が
開
設
さ
れ
て
い
た
事
等
に
も
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
紙
面
の
関
係
で
割
愛
す
る
。

第
三
章

西
洋
植
物
学
の
授
受

外
国
人
で
日
本
に
来
て
植
物
の
研
究
を
行
っ
た
人
に
は
、
延
宝
三
年
二

六
七
五
）
オ
ラ
ン
ダ
の
貢
使
に
随
っ
て
来
日
し
た
、
ド
イ
ツ
の
人
ア
ン
ダ
ー

〈日
ψ

－
ク
ラ
エ
ル
（
〉

E
5
2
2
0
C宏
之
初
め
天
和
二
年
（
一
吠
八
二
）
に
は

ハロ）

同
じ
ド
イ
ツ
の
人
ゲ
オ
ル
ゲ
・
メ
ス
夕
、
1
5
0
0
H
問。－
zozg己
元
禄
三

年
（
一
六
九
O
）
に
も
ド
イ
ツ
人
の
博
物
学
者
、
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
、
ケ
ン

心

d
（何回
Mm含
］

件

付

飢

3
r吋
）
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
は
ス
エ

l

（凶）

デ
ン
の
植
物
学
者
カ
1
ル
・
ベ

l
タ
・
ツ
ュ
ン
ベ
リ
（
W
ω

ユ可
2
2
吋
甘
口
ロ

σ

－吋
m
）
等
が
い
る
が
、
日
本
の
諸
学
問
に
対
し
て
、
最
も
大
き
な
学
術
的
な
影

響
を
与
え
た
の
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
当
時
二
十
六
才
に
し
て
長
崎

（
初
〉

に
来
た
、
ド
イ
ツ
の
医
者
、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
i
ボ
ル
ト

Q
E
D
N

g
ロ

2
0
σ
o
E）
で
あ
る
。
シ
l
ボ
ル
ト
は
翌
文
政
七
年
に
は
長
崎
の
近
郊

鳴
滝
の
地
に
診
療
所
兼
学
塾
の
校
舎
を
開
き
、
学
徒
を
集
め
、
毎
週
一
回
、
‘
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西
洋
の
一
般
自
然
科
学
及
び
西
洋
医
学
の
講
義
を
行
っ
．
た
。
こ
こ
で
は
日
本

で
最
初
と
云
わ
れ
る
臨
床
講
義
も
行
っ
て
い
る
。
彼
の
研
究
目
的
は
日
本
の

国
民
、
制
度
、
政
治
、
国
土
、
産
物
等
の
綜
合
的
な
研
究
を
行
う
事
に
あ
っ

た
が
、
植
物
に
関
す
る
研
究
は
植
物
園
を
設
け
た
り
、
植
物
採
集
を
行
う
等

の
活
動
と
共
に
植
物
に
関
す
る
著
述
も
行

っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
に
は

一
、
日
本
植
物
誌

て
日
本
の
植
物

一
、
日
本
自
然
科
学
植
物
編

第
－
斐
子
葉
植
物
編

第
二
讐
子
葉
及
び
単
子
植
物
編

等
を
含
め
て
多
く
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
ラ
イ
デ
ン
市
に
お
い
て

出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
シ
！
ボ
ル
ト
は
日
本
の
植
物
を
海
外
に
紹
介

し
、
西
洋
の
一
般
自
然
科
学
を
接
与
す
る
に
努
め
た
が
、
植
物
に
関
し
て
は

専
門
家
で
は
な
い
の
で
、
本
国
に
植
物
の
研
究
材
料
を
送
り
、
ツ

l
カ
リ
ニ

ー
が
、
そ
の
命
名
記
載
等
植
物
の
専
門
的
な
仕
事
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

点
で
は
シ

l
ボ
ル
ト
は
単
な
る
研
究
材
料
の
供
給
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
云

う
事
が
出
来
る
が
、
彼
は
日
本
に
お
い
て
医
学
及
び
日
本
の
本
草
学
者
に
対

し
て
、
学
問
的
方
法
に
関
寸
る
授
与
に
最
も
多
大
な
影
響
を
与
え
、
従
来
の

本
草
学
に
対
し
て
実
に
近
代
自
然
科
学
の
発
達
の
上
に
大
き
な
功
績
を
残
し

た
の
で
あ
る
。
顕
微
鏡
の
使
用
法
等
も
こ
の
シ
l
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

彼
に
直
接
指
導
を
受
け
た
人
に
は
、
水
谷
助
六
、
伊
藤
圭
介
、
高
野
長

英
、
高
良
斎
、
戸
塚
静
海
、
伊
東
亥
朴
、
竹
内
玄
周
、
美
馬
順
三
、
二
宮
敬

作
等
、
五
十
七
名
、
交
際
を

L
た
者
に
は
宇
田
川
格
落
、
最
上
徳
内
、
桂
川

甫
周
、
高
橋
景
保
等
二
十
五
名
、
そ
の
他
通
詞
十
四
名
、
又
は
知
遇
を
得
た

近
世
日
本
植
物
学
史
研
究
序
説
（
古
山
）

諸
侯
六
名
等
が
お
り
、
更
に
安
政
六
年
こ
八
五
九
）
に
再
び
来
日
し
て
か

ら
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で
の
三
年
間
の
滞
在
中
に
面
会
、
指
導
を
受

・
け
、
自
然
科
学
の
方
法
を
学
ん
だ
も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
シ
l
ボ
ル

ト
の
門
人
は
各
方
面
に
活
躍
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
自
然
科
学
一

般
す
な
わ
ち
、
博
物
学
に
あ
っ
て
は
、
徒
来
の
本
草
家
よ
り
出
た
こ
れ
ら
の

門
人
が
、
従
来
の
広
範
囲
な
本
草
学
、
そ
し
て
と
か
く
姑
息
な
方
法
で
学
ば

れ
勝
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
脱
却
す
る
よ
う
に
な
り
、
学
問
に
対
し
て
純
正
な

科
学
的
方
法
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
に
至
り
、
実
験
、
観
察
の
接
与
ば
か
り
で

な
く
、
日
本
の
科
学
者
に
そ
の
科
学
の
範
囲
内
目
等
の
存
在
を
意
識
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
西
洋
の
近
代
科
学
の
接
受
は
未
分
化
な
科
学
界
に
そ

れ
ぞ
れ
の
分
化
発
展
を
な
す
基
礎
を
う
え
つ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
又
受

け
入
れ
育
て
得
る
地
味
を
充
分
に
そ
な
い
て
い
た
日
本
の
本
草
学
の
発
展
を

も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
植
物
学
に
あ
っ
て
は
宇
田
川

格
蓄
が
そ
の
先
覚
者
で
あ
っ
て
次
の
項
で
見
る
著
述
は
日
本
の
植
物
学
史
上

に
お
け
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。

「
菩
多
尼
詞
経
」
は
文
政
五
年
二
八
二
二
）
宇
田
川
格
蕎
の
二
十
五
才

の
時
の
著
述
で
あ
る
。
こ
れ
が
西
洋
の
植
物
学
（
目
。

Z
E
g）
を
日
本
に
移

入
し
た
最
初
の
文
献
で
あ
る
。
客
字
は
十
七
字
詰
で
七
十
五
行
の
本
文
（
字

数
に
し
て
千
百
八
十
三
字
）
と
表
題
、
著
者
名
、
刻
成
年
月
及
び
蔵
版
所
名

四
行
を
合
せ
て
七
十
九
行
（
字
数
千
二
百
十
一
字
）
よ
り
な
る
短
か
い
も
の
で

全
体
が
経
文
の
形
を
真
似
て
お
り
、
折
本
に
上
げ
ら
れ
、
そ
の
記
述
は
簡
潔

な
も
の
で
あ
る
。

如
是
我
間

第
四
章

「
菩
多
尼
詞
経
」

西
方
世
界

有
孔
刺
需
斯

「
植
学
啓
原
」
に
つ
い
て

健
斯
浬
律
私

木
里
索
肉
私

一
一
九
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法
政
史
学

第
一
＝
号

歌
児
満
葛
蘇
法
児
抜
鳥
非
奴
私
馬
児
曜

大
学
師
蒲
爾
花
歌
大
学
師
林
蹄
私
等
諸

刺
愈
斯
多
児
浬
福
爾
篤

及
斯
花
列
斯

A
抑
弗

大
聖
累
代
出
世

に
始
ま
り
、
菩
多
尼
詞
H
出

o
g
E
S

蹄
氏
H
ロ
ロ
ロ
め
を
紹
介
し
て
い
る
。

一
切
植
物
食
気
食
水
食
火
食
土
而
化
成
凝
流
二
体
興
動
物
無

差
異
根
幹
援
葉
花
実
六
部
為
凝
体
根
幹
液
葉
液
実
種
子
液
皮

（
削
叫
）

液
六
種
・
・
．．．．
 

と
も
あ
り
植
物
の
呼
吸
、
栄
養
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
又
植
物
の
葉
に
は

気
孔
の
あ
る
事
、
そ
れ
が
呼
吸
を
し
、
棄
は
動
物
の
肺
に
あ
た
り
、
又
茎
、

根
等
植
物
の
諸
部
分
の
働
き
を
人
間
の
口
、
胃
腸
等
に
た
と
え
て
述
べ
て
い

る
。
こ
の
「
菩
多
尼
詞
経
」
は
宇
田
川
椿
巷
訳
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
っ

た
く
の
椿
荏
の
創
作
で
は
な
く
、
数
多
く
の
蘭
学
書
に
依

っ
て
書
か
れ
た
も

の
と
考
え
む
り
れ
る
。
当
時
に
は
貝
原
益
軒
、
稲
生
若
水
、
小
野
蘭
山
等
の
植

物
の
研
究
家
も
お

っ
た
が
、
西
洋
の
こ
の
「
植
物
学
」
に
当
る
も
の
が
日
本

に
は
な
か
っ
た
の
で
、
ひ
と
き
は
そ
の
意
鳴
が
大
き
い
わ
け
で
あ
る
。

「
植
学
啓
原
」
は
天
保
六
年
（
一
八
三
ポ
）
に
出
き
れ
、
美
濃
版
で
三
冊

に
わ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
－
冊
の
合
本
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
表
紙
の

色
合
や
文
字
等
に
種
々
あ
円
て
五
十
六
種
類
も
の
異
本
が
出
さ
れ
て
い
る
。

再
版
が
同
じ
八
年
に
出
て
い
る
。
こ
の
「
植
学
啓
原
」
は
格
帯
の
ま

っ
た
く

創
作
に
の
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
諸
説
の
引
用
に
い
ち

い
ち
参
考
書
を
上
げ
て
い
な
い
が
、
飯
沼
慾
斎
や
伊
藤
圭
介
の
記
し
て
い
る

所
に
よ
る
と
、
主
と
し
て
リ
ン
ネ
の
「
植
物
自
然
網
目
」
に
よ

’っ
た
ら
・
し
い

が
、
先
の
シ
l
ボ
ル
ト
よ
り
、
文
政
年
間
に
贈
ら
れ
た
、
西
洋
植
物
学
に
関

す
る
貴
重
な
文
献
も
参
考
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
等
、
も

つ
ば
ら
蘭
書
を

（
植
物
）

の
事
で
あ
り
．
大
学
師
林

。

遇
じ
て
い
た
事
は
争
わ
れ
な
い
事
と
思
わ
れ
る
。

第
一
巻
は
二
十
五
葉
か
ら
な
り
津
山
待
医
箕
作
の
序
文
が
あ
る
。
ぞ
れ
は

革
細
亜
東
辺
之
諸
国
、
止
有
ヱ
本
草
一
而
無
ご
植
学
也
有
＝
斯
学
－
而

有－
一其
書
一
実
以
－
一
我
東
方
椿
華
民
－
為
一
一
濫
鰐
二
云
容
醐
A
m
v

植
学
即

本
耳
況
其
名
不
ド
見
一
一
千
古
一
而
社
撰
命
v
之

妄

亦

甚

実

に
始
ま
り
、
本
草
な
る
も
の
は
従
来
か
ら
あ
っ
た
が
、
又
斯
学
も
蘭
学
の
創

始
期
よ
り
、
あ
る
い
は
シ

1
ボ
ル
ト
の
渡
来
以
後
、
研
究
さ
れ
て
い
た
が
、

植
学
は
い
ま
だ
に
無
く
、
こ
の
宇
田
川
格
荏
の
書
を
も

っ
て
そ
の
始
め
で
あ

る
と
述
べ
、
さ
ら
に
同
じ
序
文
に

泰
西
之
有
ニ
斯
学
一
向
実
害
一
千
一
林
郷
氏
一
大
備
荒
格
華
民
夙
読
－
一
其
書
一

芳
出
－
一
入
筆
書
一
環
摩
研
討
惨
乎
成
v
編

令
ご
我
東
方
始
知
v有
－
斯
学
一

其
功
業
不
戸
亦
主
大
一
乎

と
あ
り
、
椿
巷
の
研
究
熱
心
な
る
事
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
の
中
で

大
き
な
意
義
を
も
っ
節
と
し
て
「
学
原
」
と
「
黙
多
徳
」
が
あ
り
、
学
問
の

体
系
と
学
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
学
原
」
は

天
高
地
厚
突
万
物
一
一
森
羅
於
商
問
一
別
〆
之
為
ご
三
有
一
日
一動
物
－

F
一
部
悌
一
日

U
M恥
一
動
物
有
ご
生
産
死
亡
二
有
－
一知
覚
一
生
々

ず
’
ギ
ア

’

不
ν
爽
ν
形

動

遷

自

適

其

学

日

ニ
素
録
義
宮
山
－
タ
叫
ぶ
－
一動
学
一
植
物

無
コ
知
覚
一
不
v
能
ニ
動
遷
自
適
－
其
学
旦
溺
太
尼
加
一
此
訳
－
一
植
学
一

宅
h
y
E

島・－
Lr
イ
グ
ヂ

動
植
之
二
有
機
位
体
也
山
物
之
－
有
無
機
性
体
（
略
）

E
A
’山山

物
無
一
一
生
産
死
亡
一
無
一
一
知
覚
一
生
々
異
形
其
学

F
L世
浬
刑
喰

ず

r一
此
訳
二
山
物
之
学
刊
万
物
之
学
別
為
三
一
一門
一
よ
口
一
L
d折

れ
ず

F
7記
録
二
形
状
一
弁
－
一
別
種
属
一
蒸
弁
物
之
学
也
二
日
－
費
西
加
一

窮
下
万
物
之
所
三
以
死
生
以
栄
枯
以
蕃
息
一
理
之
上
蓋
窮
理
之
学
也
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三
日
ニ
釘
宮
山
知
山
一
知
二
万
物
資
以
始
生
緊
以
成
v
体
之
元
素
一
（
略
）
蓋

離
合
之
学
也
弁
物
啓
ニ
窮
理
之
端
－
窮
理
為
一
一
舎
密
之
基
－
弁
物
者

学
之
門
培
舎
密
者
理
之
堂
奥
。

と
西
洋
学
問
の
体
系
が
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

1
動

物

ロ

5
・3

動
物
（
素
録
義
亜

N
0
0
】。何百）

2
植
物

E
E
z－
－
植
物
（
湖
太
尼
加
回

o
Z
E
S）

3
山

物

玄

E
2
m己
め
ロ
山
物
之
学
（
密
浬
刺
録
義
亜
玄
百

2mwZ岡
山

mw）

更
に
動
物
植
物
・
、を
機
性
体
、
山
物
を
無
機
性
体
と
し
次
に
万
物
を
一
ニ
つ
に

分
け
て
い
る
。

1

斐
斯
多
里
町
一
ω
件
。
ユ
何
・
：
弁
物
之
学
、
す
な
わ
ち
今
日
の
植
物

分
類
学
。

2

費
西
加
問
M
E』巴

g
：
：
：
窮
理
之
学
す
な
わ
ち
今
日
の
物
理
学

3

舎
密
加

2
2
－si－
－
離
合
之
学
、
す
勺
同
岳
山
今
日
の
化
学

以
上
が
「
学
原
」
の
中
の
内
容
で
あ
る
が
、
次
に
「
黙
多
徳
」
の
節
に
は

黙

多

徳

猶
v
苦一口
ご
学
法
一
古
今
唱
－
語
学
一
者
無
慮
数
百
家
市
取
－
一
其

目
徴
於
植
体
一
或
以
v
事

或

以

v
花
各
張
コ
皇
一
家
之
黙
多
徳
一
未
v

知
果
ニ
執
是
－
也
黙
多
徳
有
二
天
然
者
一
有
下
窮
エ
人
智
一
而
建
者
主

其
出
－
一
於
天
然
一
者
則
林
郷
氏
約
三
之
於
六
網
（
略
）
拡
コ
充
諸
六
十
八

網
一
（
略
）
近
世
諸
賢
建
ニ
百
綱
一
（
略
）
其
窮
＝
人
智
一
市
建
者
即

林
郷
氏
之
二
十
四
網
也
。

と
貯
針
斜
す
な
わ
ち
学
法
、
純
粋
な
科
学
的
研
究
方
法
の
あ
る
事
を
力
説
し

て
い
る
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
他
第
二
替
に
は
三
十
三
項
目
に
わ
か
れ
栄
養
機
官
、
根
、
茎
、
葉
等

の
形
態
生
理
に
つ
い
て
述
べ
、
第
二
巻
は
二
十
五
項
目
に
分
わ
れ
、
主
と
し

近
世
日
本
植
物
学
史
研
究
序
説
（
古
山
）

て
繁
殖
機
管
た
る
花
部
の
形
態
生
理
と
生
態
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
巻

は
三
十
五
項
目
に
分
け
ら
れ
植
物
の
生
化
学
に
つ
い
て
具
体
的
に
炭
酸
同
化

作
用
や
他
の
同
他
作
用
と
共
に
、
植
物
の
養
分
で
あ
る
諸
元
索
、
特
に
鉄

分
、
塩
類
、
．植

酸
、
発
酵
、
帰
元
作
用
等
を
詳
細
に
述
べ
、
又
図
版
の
多
く

は
椿
荏
自
身
の
原
図
で
あ
り
、
特
記
寸
べ
き
事
は
顕
微
鏡
を
用
い
た
解
剖
図

の
あ
る
事
で
あ
る
。

註
（
1
）
白
井
光
大
郎
芽
「
増
補
改
訂
日
本
博
物
学
年
表
」
五
一
頁
（
2
）中

尾
万
三
砦
「
支
那
思
想
科
学
（
本
草
の
思
期
）
」
五
一
！
圭
一
一
頁
（
3
）白

井
、
前
掲
書
五
一
頁
（
4
）

問

書

七

五

頁

（

5
）
問
書
九
一
一
一

頁
（
6
）
同
書
ご
五
五
頁
（
7
）
問
書
ご
六
九
頁
（
8
）
問
書

九
O
頁
（
9
）

問

書

八

ご

頁

l
八
四
頁
（
叩
）
問
書
一
一
一
一
七

頁
（
日
）
問
書
＝
＝
四
頁
（
臼
）
問
書
一
一
一
一
一
一
頁
（
臼
）
問
書

八
三
頁
（
M
）
問
書
一
一
一
一
一
頁
（
日
）
同
書
一
ご
六
頁
（
時
）

問
書
七
三
頁
（
げ
）
問
書
七
六
頁
（
同
）
同
書
七
九
頁
（
印
）

同
書
一
五
五
頁
、
日
本
植
物
学
会
「
ツ
ユ

ンi

ベ
り
研
究
費
料
」
（
一

九
五
三
）

（初
）
白
井
、
前
掲
書
一
二
五
頁
（
幻
〉
呉
秀
三
著
「
シ

ー
ボ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
び
功
業
」
占
C
二
頁
（

m
）
白
井
、
前
掲
書
＝

一
一
一
頁
（
お
）
昭
和
十
年
発
行
「
複
刻
害
多
尼
詞
経
」
（
M
）
同
書

（
お
）
白
井
、
前
掲
書
二
三
三
頁
（
天
保
四
年
K

「
植
学
啓
原
」
一
一
一
巻
を

書
い
た
が
出
刻
は
天
保
六
年
で
あ
る
。
）
（
お
）
同
書
四

O
l四
一

頁
（
幻
）
「
文
明
源
涜
叢
書
」
巻
＝
、
二
八
四
頁
（
犯
）
問
書
二

八
四
頁
（
却
）
同
書
ご
八
七
頁
（
初
）
板
沢
武
雄
著
「
日
開
文
化

交
渉
史
の
研
究
」
三
七
八
l
一
一
一
七
九
頁
（
訂
）
「
文
明
源
涜
叢
書
」
巻

二
、
ご
八
八
頁
。
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